
平成 23 年 11 月１日 No.58

消費税納期内納付
法人会 一声運動

発　行　所

社団
法人 壱岐法人会

広報委員長　柳　澤　 護

事　 務　 局

壱岐市郷ノ浦町東触590番地4

TEL 0920 ( ４７) ５ ８ ８ ０

女性部会老人ホーム慰問（10月25日）

　壱岐法人会女性部会は、地域社会貢献事業の一環として壱岐老人ホー

ムの慰問を毎年行なっています。
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五
月
二
十
日
、
郷
ノ
浦
町
文

化
ホ
ー
ル
で
第
二
十
回
法
人
会

定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

佐
竹
壱
岐
税
務
署
長
を
始
め

来
賓
二
十
二
名
を
お
迎
え
し
、

出
席
者
二
九
〇
名
（
内
本
人
出

席
九
六
名
）
で
、
議
長
に
篠
崎

修
氏
を
選
出
し
、
議
案
審
議
に

入
り
、
全
議
案
を
満
場
一
致
を

も
っ
て
原
案
通
り
承
認
し
ま
し

た
。

　

特
に
今
年
度
は
公
益
法
人
認

定
取
得
を
め
ざ
し
て
定
款
の
変

更
、
諸
規
定
の
制
定
、
そ
し
て

公
益
法
人
へ
の
移

行
申
請
を
承
認
す

る
決
議
を
満
場
一

致
で
決
議
し
ま
し

た
。

　

ま
た
今
年
度
は

役
員
改
選
年
に
当

た
り
長
田
会
長
を

再
選
し
、
別
記
役

員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
終
了
後
、

向
陽
寺
住
職
渡

辺
紀
生
氏
に
よ
る

「
ギ
タ
ー
和
尚
の

お
元
気
説
法
」
と

題
す
る
講
演
会
を

拝
聴
し
ま
し
た
。

　

五
月
十
七
日
、
芦
辺
町
か
ね

や
別
館
で
第
十
九
回
青
年
部
会

定
期
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
役
員
改
選
に
当
た

り
、
福
田
部
会
長
始
め
別
記
役

員
の
選
任
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
終
了
後
に
佐
竹
壱
岐
税

務
署
長
の
「
公
益
法
人
制
度
改

革
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
卓

話
を
頂
き
ま
し
た
。
佐
竹
署
長

は
、
今
後
の
公
益
法
人
制
度
の

し
た
。

　

こ
う
し
た
女
性
部
会
の
活
動

内
容
は
、
県
下
法
人
会
で
も
高

い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
法
人
会
公
益
法
人
化
へ

の
前
進
の
た
め
に
も
女
性
部

会
の
更
な
る
活
動
を
し
っ
か
り

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

ほ
か
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
久
保
田

良
和
氏
の
「
誰
の
た
め
、
何
の

た
め
」
と
題
し
た
講
演
を
静
聴

し
ま
し
た
。
久
保
田
氏
は
実
体

験
を
交
え
な
が
ら
、
人
間
の
心

と
体
は
、
そ
の
人
の
心
が
け
次

第
で
ど
う
に
で
も
で
き
る
。
日

常
の
生
活
で
も
目
標
を
も
っ
て

実
行
す
る
こ
と
。
そ
し
て
「
人

は
心
が
け
で
輝
く
、
健
康
的
な

美
し
さ
は
長
続
き
す
る
し
飽
き

が
来
な
い
」
な
ど
日
頃
か
ら
の

心
が
け
の
大
切
さ
を
語
ら
れ
ま

　

女
性
部
会
第
十
三
回
定
期
総

会
が
五
月
十
二
日
、
石
田
町
「
網

元
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
十
二
年
度
の
活
動
内
容
は

老
人
ホ
ー
ム
慰
問
な
ど
恒
例
行

事
に
加
え
、
小
学
校
で
の
租
税

教
室
開
催
時
に
併
せ
て
「
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
行
な

い
、
児
童
の
租
税
教
育
の
一
環

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、
川
上
部
会
長

基
調
と
し
て
法
人
会
の
総
事
業

費
の
内
、
五
〇
％
以
上
の
公
益

事
業
比
率
が
必
要
で
あ
り
、
か

つ
公
益
事
業
と
は
不
特
定
多
数

の
人
の
利
益
に
寄
与
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
さ

ら
に
法
人
会
の
誕
生
と
納
税
制

度
の
あ
り
方
に
も
言
及
さ
れ
、

今
後
壱
岐
法
人
会
も
試
練
を
伴

う
か
も
知
れ
な
い
が
、
時
代
の

流
れ
と
し
て
公
益
法
人
へ
の
道

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
な
ど
、
私
達
が
直
面
し
て
い

る
重
要
課
題
を
平
た
く
語
り
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

《
親　

会
》

《
青
年
部
会
》

　

福
田
浩
之
部
会
長
を
再
選

�
女
性
部
会
�

�

公
益
法
人
化
�
前
進

渡辺紀生住職の講演

関
係
団
体
定
期
総
会
終
わ
る
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事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
恒
例
の
「
老
人

ホ
ー
ム
慰
問
」
「
租
税
教
室
」

の
実
施
に
加
え
今
年
度
か
ら
次

の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
「
い
ち
ご
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
事
業
で
す
が
、
今
夏
の

全
国
的
な
節
電
対
策
を
受
け
、

全
法
連
女
性
部
会
の
決
議
を
経

て
、
家
庭
に
お
け
る
使
用
電
力

の
一
五
％
削
減
を
目
指
し
た
運

動
で
す
。
私
達
も
部
会
員
は
も

と
よ
り
地
域
住
民
の
方
々
に
も

呼
び
か
け
、
運
動
の
徹
底
に
努

め
ま
し
た
。

　

昨
今
、
社
会
道
徳
の
荒
廃
が

い
ず
こ
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
私
達
の
住
む
地

　

女
性
部
会
の
活
動
は
、
部
会

員
相
互
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、

会
員
個
々
の
研
鑽
を
重
ね
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
は

親
会
が
求
め
て
お
ら
れ
る
地
域

社
会
へ
の
貢
献
活
動
も
今
後
の

活
動
の
中
で
大
き
な
比
重
を
占

め
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
法
人
会
の

公
益
法
人
制
度
導
入
に
伴
い
、

よ
り
公
益
性
の
高
い
事
業
活
動

が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
公

益
性
と
は
税
務
の
関
連
事
業
と

地
域
社
会
貢
献
活
動
が
、
そ
の

主
体
を
な
す
も
の
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

女
性
部
会
は
こ
う
し
た
時

代
の
要
請
に
沿
っ
て
今
年
度
の

会　

長　
　

長
田
玄
一
郎

副
会
長　
　

立

石

孝

廣

副
会
長　
　

白
川
洋
一
朗

副
会
長　
　

栁

澤
　

護

専
務
理
事　

表

谷

久

善

理　

事　
　

野

澤

兵

男

　
　
　
　
　

末

永

孝

好

　
　
　
　
　

草

野

正

純

　
　
　
　
　

土

谷
　

学

　
　
　
　
　

中
原
恵
美
子

　
　
　
　
　

岩

中

正

幸

　
　
　
　
　

辻
田
多
喜
夫

　
　
　
　
　

福

田

浩

之

　
　
　
　
　

川

上

晴

美　

監　

事　
　

山

内

昭

人

　
　
　
　
　

大
久
保
博
幸

顧　

問　
　

岩

中

松

生

部
会
長　
　

福

田

浩

之

副
部
会
長　

山

口

浩

司

副
部
会
長　

畑

津

勝

人

理　

事　
　

中

上

浩

一

　
　
　
　
　

市

山

英

誉

　
　
　
　
　

市

橋

健

治

　
　
　
　
　

川

上

芳

宏

　
　
　
　
　

吉

川

治

輝

　
　
　
　
　

松

永

圭

太

　
　
　
　
　

横

山

雄

三

　
　
　
　
　

原

田

知

征

　
　
　
　
　

高

田
　

拓

　
　
　
　
　

貞

方
　

誠

監　

事　
　

田
口
浩
一
郎

　
　
　
　
　

松

尾

勝

也

部
会
長　
　

川

上

晴

美

副
部
会
長　

山

川

和

子

副
部
会
長　

百

田

糸

杞

副
部
会
長　

大

内

昭

子

副
部
会
長　

長
嶋
三
千
代

理　

事　
　

中

村

香

子

　
　
　
　
　

市

山

治

江

　
　
　
　
　

末
永
枝
利
子

　
　
　
　
　

真
弓
ク
ニ
エ

　
　
　
　
　

田
口
美
代
子

　
　
　
　
　

吉

田

三

恵

監　

事　
　

中
原
恵
美
子

　
　
　
　
　

音

嶋

敏

子

域
社
会
の
豊
か
さ
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
も
、
個
人
の
自
由

奔
放
な
行
動
で
は
な
く
、
多
く

の
人
々
が
不
変
的
に
享
受
で
き

る
社
会
規
範
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
思
い
か
ら
街
の

美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実

施
し
ま
し
た
。
十
月
二
十
二

日
、
部
会
員
十
一
人
と
四
人

の
子
供
達
が
弁
天
崎
公
園
を
出

発
点
と
し
て
郷
ノ
浦
大
橋
を
渡

り
、
郷
ノ
浦
港
周
辺
の
ゴ
ミ
拾

い
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
さ

さ
や
か
な
活
動
に
対
し
、
道
行

く
人
々
か
ら
温
か
い
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
し
、
子
供
達
グ
ル
ー

プ
も
笑
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
通

り
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
活
動
が
呼
び
水
と
な
っ
て

街
を
美
し
く
す
る
と
い
う
意
識

の
広
が
り
へ
と
発
展
す
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
部
会
の
活
動
は
取
る
に

足
り
な
い
も
の
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
た
だ
こ
れ
ら
の
活
動
を
通

じ
、
女
性
部
会
へ
の
ご
理
解
が

高
く
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
し
、
ひ
い
て
は
、
地
域

に
お
け
る
法
人
会
へ
の
信
頼
の

向
上
に
結
び
つ
き
ま
す
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

ボランティアウォーキング
で環境美化運動　　　　　　　
女性部会長　川 上 晴 美

ゴミ拾いをする女性部会員

�

(

社)

壱
岐
法
人
会
役
員
名

平
成
23
年
�
月
20
日
改
選
�
敬
称
略
�

  

青
年
部
会
役
員
名

平
成
23
年
�
月
17
日
改
選�

�
敬
称
略
�

  

女
性
部
会
役
員
名

�

平
成
23
年
�
月
12
日
改
選�

�
敬
称
略
�
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　本日は、皆さま方女性部会の税務研修会にお招きをいただき、大変光

栄に存じます。

　私は、以前３年間ほど、税務職員の採用時の研修を担当する職務に

従事しておりましたので、今日は、皆さま方にその時のお話しを申し上

げ、税務署に対する御理解の一助にしていただければと思います。

税務の職場で働く職員の多くは、Ⅲ種試験（税務）採用者（高校卒業程度）と、国税専門官試

験採用者（大学卒業程度）です。

　これらの者は、一人前の税務職員になるため採用時にⅢ種採用者で約１年、国専採用者で約

３ヶ月の研修を受けます。

　私は、Ⅲ種採用者の研修を担当しましたので、その時の話をいたします。

Ⅲ種採用者の研修は、「普通科研修」と申しますが、１年間全寮制で、寮では原則二人部屋で

生活をします。

　研修では、税法、簿記、大学教授による各種法律科目も学びますが、みだしなみ、言葉遣

い、挨拶、マナーといった社会人として必要な外面的なものに加えて、社会人、公務員、税務

職員としての自覚といった内面的なものを身に付けることを一番の目的としています。

高校時代は、親や周りの人の庇護の下ぬくぬくと過ごしていた若者が、規則正しい集団生活の

中で、学生の時のような自由はない環境の下、挨拶の励行、時間の厳守、何事にも挑戦しあき

らめない気持ち、他人への思いやりなどを厳しく指導され、研修生活の初めには、涙を流すこ

とも時にはありますが、次第に研修生活にも慣れ、研修目的の何たるかを悟り、徐々に、社会

人、公務員、税務職員としての自覚といったものが身に付いてきます。

そして、卒業時には、達成感の涙なのか、仲間あるいは研修所と別れを惜しむ涙なのか分かり

ませんが、当初流した涙とは別の涙を流して巣立って行きます。まだまだひよこではあります

が一人前の税務職員として巣立って行く姿を見る時は、研修を担当した者として、何ものにも

代え難い満足感を覚えますし、又、幾年か後に、同じ職場で同僚として合い交える時、その成

長にほのぼのとした感慨を抱くこともしばしばです。

　女性部会の皆さま方には、税務職員がこうした研修の過程を通じて一人前の税務職員として

育っていくことを御理解いただき、税務行政に対しまして一層の御協力をいだだきますようお

願い申し上げます。

　最後になりましたが、再来年以降に就職予定の方で就職先を迷っているという方がお知り合

いにおられた時には、税務職員という道もあるということをお話しいただくようお願いいたし

まして私の話を終わります。

職員の研修に携わって
壱岐税務署長　安　田　秀　男
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テーマ：税の役割と税務署の仕事
　　　　　～国税庁のＩＴ化・国際化への対応及び

　　　　　　　　　　　国税電子申告・納税システム（e-Tax）の利用促進～　　

　国税庁では、毎年11月11日～17日を「税を考える週間」と定め、さまざまな広報・

広聴活動を行っています。

税を考える週間

平成23年度 壱岐税務署 人事異動
平成23年７月10日付（敬称略） 

氏 名 所　 属 職 名 新　　　　　　所　　　　　　属 発 令 事 項

佐 竹 繁 利 　 署 長 行橋税務署 署 長

上  田  　 篤 総 務 課 総 務 課 長 福岡国税局 総務部 納税者支援調整官(小倉派遣) 納税者支援調整官

上 家 泰 治 総 務 課 主 任 福岡国税局　総務部　総務課 主 任

布 川 惠 子 総 務 課 上席国税徴収官 退職 　

佐 藤 英 一 総 務 課 上席国税徴収官 門司税務署　管理運営・徴収部門 上席国税徴収官

下 津 恵 介 調査部門 統括国税調査官 福岡税務署　個人課税第三部門 統括国税調査官

宇 田 善 文 調査部門 上席国税調査官 小倉税務署 特別国税調査官(開発調査担当) 上席国税調査官

江 島 国 彦 調査部門 上席国税調査官 香椎税務署　法人課税第四部門 上席国税調査官

《転 入》

氏 名 所　 属 発 令 事 項 旧　　　　　　所　　　　　　属 旧 職 名

安 田 秀 男 　 署 長 博多税務署 筆 頭 副 署 長

安河内 輝 明 総 務 課 総 務 課 長 福岡税務署　管理運営第一部門 統括国税徴収官

川 崎 紘一朗 総 務 課 事 務 官 八幡税務署　法人課税第三部門 事 務 官

桑 原 一 郎 総 務 課 上席国税徴収官 甘木税務署　管理運営・徴収部門 上席国税徴収官

高 見 憲 康 総 務 課 上席国税徴収官 大川税務署　管理運営・徴収部門 上席国税徴収官

古 城 一 宏 調査部門 統括国税調査官 福岡国税局　調査査察部　査察第三部門 主 査

渕 上 正 裕 調査部門 上席国税調査官 香椎税務署　個人課税第二部門 上席国税調査官

川 下 明 彦 調査部門 上席国税調査官 福岡税務署　法人課税第四部門 上席国税調査官

★主な行事★

◎　11月12日 (土）・13日 (日）

　　JAフェスタで「税のひろば」開催（税金クイズ等）

◎　11月上旬～中旬　市役所等での税の標語パネル展示

《転 出》
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《こうならないために、自覚症状のないうちから気をつけること》
１、体を動かす。　手軽なのはウォーキング。家事でもOK。意識して体を大きく動かす。
　　　　　　　　　　　　　　　　 一度にたくさんせず、できる分づつ実施する。

２、ストレスを上手に発散する　●十分な睡眠　●気分転換　●趣味などをみつける

３、禁煙
４、年に1度は健診を受ける。

キャッチ ・ ザ健康 （７）

あなたの、標準体重はどれくらい？

A　標準体重は、身長から出します。標準体重＝身長 (m)×身長 (m)×22

例えば、160cmなら　　1.6×1.6×22＝56.3Kg

まず体重を減らすなら、一気に減らさず現体重の５％を目標にする。

　　　　　　例　60Kgの人なら、３Kgを目安にする。

＊みなさんの健康と保険税を守る為、 健診は必ず受けましょう＊

＊＊自分でチェック＊＊

皮下脂肪も内臓脂肪もコレステロールも中性脂肪もそれぞれ、体の中での大切な

役割もあるので必要だが、多くなると･･･

実は･･･血液中の、中性脂肪はもちろんコレステロールも脂肪の一種

壱岐市健康保健課　保健師　長尾・山川

１.インスリンの働きを悪くする

２.血圧を上げる

３.血栓を作りやすくする

４.抵抗力を落とす　　　など

体脂肪とは･･･　体の中の脂　　１.皮下脂肪　　２.内臓脂肪
　　　　　　　　　　　　　　３.血液中　　　４.細胞の中

脂肪からでる物質が

悪さをする・・・　

特に内臓脂肪

糖尿病･高血圧

がん ・心臓病 ・

脳血管の病気など

体脂肪を落とそう !!

内臓脂肪：肝臓の
そばにあり増えた
り減ったりしやす
い！
脂肪肝になりやす
い。男性に多い

皮下脂肪 ： 肝臓より
遠いおなか･尻･ももに
ついていて減らしにくい
脂質異常症になりや
すい。
女性に多い

動脈硬化
心筋梗塞
脳血管の病気
慢性腎臓病など
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　平成24年度税制改正に際し、全国法人会は下

記のような提言をまとめ、今後の全法連総会決議

を経て、関係機関への提言を行なう。

〈基本的な課題〉
　東日本大震災に加え、福島の原発事故は今後

の我が国経済の復興にとっても、最大の課題と

なってきた。被災地域の生活再建だけでなく、日

本経済再生のためにも、新たな街づくりから規制

緩和までを多角的にスピード感をもって進める必

要がある。復興財源については、今を共に生きる

我々が、我々の責任において負担することを大

前提とすべきである。更に震災地の復興について

は震災特例法の施行等、多岐にわたる税制上の

支援がなされているが、引き続き被災地企業に

適切な措置を講じるよう求める。

１.復興財源について

(1）増税を実施する場合

　臨時増税措置を採る場合、国民の理解を得た

上で復興後の経済に重荷にならないよう、短期と

すべきである。

(2）増税科目についての留意点

　所得税、法人税の増税は国内産業の空洞化や

雇用、消費に悪影響を及ぼす恐れがあるので、

税の中立性の観点から消費税が最も適している

と考える。

２.震災復興に向けた支援の拡充

(1）被災地企業の法人税の一定期間減免

(2）固定資産税の弾力的運用

　　被災実態に促した税制のあり方

(3）特区の創設

　被災地域の復興を図るため、税制、財政の支援

を行う「特区」の創設

社会保障と税の一体改革
　少子高齢化社会の到来に見合う持続可能な社

会保障制度の構築は喫緊かつ最大の課題であ

る「団塊の世代」の年金受給開始年齢により「給

付｣と「負担」のギャップが懸念される。将来国民

が不安をもたないような社会保障制度の構築と

財政健全化が求められる。

１.社会保障制度に対する基本的な考え方

　持続可能な社会保障制度確立のためには「給

付」と「負担」のバランスを見直す必要がある。そ

うした改善によって「世代間・世代内の公平」を

図り、国民的な合意を得られることが持続可能な

社会保障制度確立の基本である。

(1）財政赤字を加えた潜在的国民負担率は将来

にわたり50％程度に止めるべきである。

(2）社会保障の安定財源としては、消費一般に

広く公平に負担を求め、かつ税収が景気にされ

にくい消費税が適しており、その税率の段階的

引き上げはやむを得ないと考える。ただ、国民に

負担増を求めるためには行財政改革のさらなる

徹底や景気への十分な配慮がされるなど国民各

層の合意を得るための努力が必要である。

(3）企業への過度な保険料負担を抑え、経済成

長を阻害しないような社会保障制度の確立が求

められる。

　以上のような内容に加えて、次のような事項の

改善を求める提言となっております。

２.財政健全化に向けて

 歳入・歳出の改革を実行し、スピード感をもって

実行する。

３.行財政改革の徹底

　厳しい経済状況下にも関わらず、震災復興と社

会保障制度の財源確保には増税やむなしとの考

え方を示した。それは国・地方におけるぎりぎりま

での行財政改革が行われることを前提としてい

る。国民は改革の先送りをもはや許さないことは明

らかである。国会・地方議会は国民に痛みを求め

る前に「まず偬より始めよ」との認識の下、自ら身

を削る覚悟を明確に示すことが出発点となろう。

(1）国・地方における議員定数の削減、歳費の

　抑制

(2）国・地方公務員削減、人件費の抑制

(3）特別会計と独立行政法人の見直しによる

　無駄の削減

４.税制の抜本改革のあり方

　税制の抜本改革から20年以上が経過した。現

代の少子高齢化や人口減少社会、所得格差な

ど、経済社会の大きな構造変化に対応するため

にも抜本改革が不可欠となった。改革に当っては

所得・消費・資産の課税バランスを図ると同時に

国際間の経済取引の増大の点にも配慮し、特に

法人税の改革は喫緊の課題と考える。

平成 24年度  税制改正に関する提言
（全法連税制改正提言抜粋）
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三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
は
未
曾
有
の
災
害
と

し
て
今
な
お
二
万
人
余
を
超
す
死

者
、
行
方
不
明
者
の
方
々
を
有
す

る
と
共
に
、
そ
の
復
旧
に
は
原
発

事
故
の
収
束
と
共
に
国
の
浮
沈
が

問
わ
れ
る
課
題
と
も
な
っ
て
き
ま

し
た
。
昨
今
被
災
三
県
に
ま
た
が

る
避
難
場
所
の
撤
収
が
行
わ
れ
た

と
は
い
え
、
安
住
の
居
住
地
確
保

ま
で
に
は
多
く
の
試
練
が
訪
れ
ま

し
ょ
う
。

　

た
だ
今
後
、
わ
が
国
の
発
展
を

語
る
時
、
被
災
地
の
復
興
な
く
し

て
は
考
え
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
対

応
を
惰
れ
ば
後
世
に
汚
点
を
残
す

こ
と
と
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
懸
念
を
払
拭
す
る
た
め
に

も
、
今
を
共
に
生
き
る
民
族
の
一

人
と
し
て
こ
れ
ら
の
復
興
財
源
の

捻
出
に
は
応
分
の
負
担
が
求
め
ら

れ
ま
し
ょ
う
。
要
は
そ
れ
ぞ
れ
の

拠
出
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
受
け

止
め
る
社
会
秩
序
作
り
が
急
が
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
壱
岐

法
人
会
は
制
度
改
革
の
大
き
な
曲

り
角
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ご
承

知
の
よ
う
に
国
は
簡
素
で
効
率
的

な
政
府
実
現
の
た
め
、
こ
の
度
の

公
益
法
人
制
度
改
革
に
よ
っ
て
営

利
を
目
的
と
し
な
い
民
間
団
体
に

よ
り
公
益
活
動
を
促
進
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
受

け
て
法
人
会
組
織
も
公
益
法
人
と

し
て
体
制
を
整
え
る
こ
と
に
機
関

決
定
し
ま
し
た
。
壱
岐
法
人
会
も

公
益
法
人
へ
認
定
取
得
を
決
議
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
そ
の
前
途
に
は
幾
多

の
難
題
が
伴
い
ま
す
。
殊
に
公
益

法
人
制
度
が
掲
げ
る
総
事
業
費
に

占
め
る
公
益
目
的
事
業
比
率
が
五

〇
％
以
上
で
あ
る
こ
と
、
更
に
は

公
益
目
的
事
業
と
は
認
定
法
に
謳

う
二
十
三
項
目
に
該
当
し
、
そ
の

対
象
は
不
特
定
か
つ
多
数
の
利
益

の
増
進
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
な
ど
、
厳
し
い
条
件
を
ク
リ

ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
法

人
会
活
動
も
従
来
か
ら
の
会
員
を

対
象
に
し
た
内
容
と
は
異
な
り
、

税
の
関
連
や
地
域
社
会
全
体
の
公

益
を
目
的
と
し
た
部
分
が
五
〇
％

以
上
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
法
人
会
も
公
益

法
人
制
度
改
革
と
い
う
新
し
い
時

代
の
う
ね
り
の
中
で
、
ど
の
よ
う

な
活
路
を
見
出
す
べ
き
か
試
練
の

時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
会
員
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支

援
を
賜
わ
り
、
法
人
会
の
未
来
に

限
り
な
い
繁
栄
が
訪
れ
ま
す
よ
う

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

興
も
部
会
員
で
で
き
る
舞
踊
や

合
唱
で
補
い
、
当
初
か
ら
の
特

色
に
止
め
る
こ
と
を
心
が
け
ま

し
た
。

　

程
な
く
車
は
ホ
ー
ム
の
玄
関

に
到
着
し
ま
す
と
、
職
員
の
方

の
お
出
迎
え
を
頂
き
、
会
場
へ

と
案
内
さ
れ
ま
し
た
。
や
が
て

開
演
と
な
り
川
上
部
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、
持
参
し
た
タ
オ
ル

二
百
十
枚
、
石
鹸
四
十
三
個
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
恒
例
の
物
品

贈
呈
を
終
え
ま
し
た
。
聞
く
と

こ
ろ
で
は
、
こ
の
贈
り
物
を
日

常
生
活
の
中
で
大
事
に
使
っ
て

　

車
窓
を
さ
わ
や
か
な
秋
陽
が

コ
ス
モ
ス
畑
に
注
ぐ
光
景
が
過

ぎ
る
中
、
今
年
も
湯
ノ
本
路

を
老
人
ホ
ー
ム
へ
と
急
ぎ
ま
し

た
。

　

女
性
部
会
は
法
人
会
の
地
域

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

今
年
で
六
回
目
の
壱
岐
老
人

ホ
ー
ム
慰
問
を
行
い
ま
し
た
。

当
初
こ
の
事
業
を
行
う
に
当

た
り
、
簡
素
で
あ
っ
て
も
心
の

通
う
「
手
作
り
」
の
慰
問
を
心

が
け
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
も

贈
答
品
は
部
会
員
が
各
自
持
ち

寄
っ
た
品
を
贈
り
ま
し
た
。
余

頂
い
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
目

的
の
ひ
と
つ
を
成
し
終
え
た
安

堵
感
を
お
ぼ
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
余
興
に
入
り
、
最
初

の
舞
踊
段
階
で
は
、
会
場
内
に

緊
張
感
も
漂
っ
て
い
ま
し
た

が
、
合
唱
に
移
る
こ
ろ
に
は
、

私
達
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
あ

ち
こ
ち
か
ら
歌
声
が
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
り
、
最
後
の
鯛
網
音

頭
の
踊
り
の
輪
の
中
に
は
何
人

か
の
お
年
寄
り
の
姿
が
器
用
な

身
の
こ
な
し
と
共
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

や
が
て
終
演
を
迎
え
、
ホ
ー

ム
を
あ
と
に
秋
の
陽
ざ
し
が
湯

ノ
本
湾
に
傾
く
中
を
家
路
へ
と

急
ぎ
ま
し
た
が
、
今
日
一
日
、

日
頃
は
閉
じ
籠
も
り
が
ち
の

ご
老
人
の
方
々
が
無
邪
気
に
踊

り
の
輪
に
興
じ
て
下
さ
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
心
か
ら
の
笑
顔
を

浮
か
べ
な
が
ら
、
私
達
に
名
残

り
を
惜
し
ん
で
下
さ
っ
た
こ
と

な
ど
、
さ
さ
や
か
な
慰
問
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
私
達
の
「
手

作
り
」
の
誠
意
を
お
届
け
で
き

た
こ
と
を
満
足
し
な
が
ら
、
ま

た
訪
れ
る
日
ま
で
、
お
元
気
で

あ
ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈

り
し
て
い
ま
す
。

心の通う“手作り”の慰問

女性部会副部会長　長 嶋 三千代

タオル、石鹸などの贈呈をする川上部会長

　

雑　

 

感
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